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令和６年度狛江市基本計画推進委員会にて評価を行った施策について

外部評価機関である狛江市基本計画推進委員会において、以下の２施策について、
「市民参加・市民協働の視点」、「狛江らしさの視点」、「経営的な視点」の３つの視点で
の評価を行い、施策ごとの提言をいただきました。加えて、「SDGs の視点」として、SDGs の
目標等とそれぞれの取組を照らし合わせながら評価を行ったため、SDGs に対する評価とし
て各施策とは別に提言をいただきました。

本報告書では、いただいた提言に対する今後の取組や取組の方向性を示しています。

評価対象施策

分野別のまちの姿 評価対象施策（方向性）

評価対象施策Ａ 子どもがのびのびと育つまち 放課後の活動場所の充実

評価対象施策Ｂ 自然を大切にし、快適に暮らせるまち 治水対策の推進



- 2 -

評価対象施策Ａ 放課後の活動場所の充実

担当課：児童育成課

提言 放課後の活動場所の充実について

学童クラブの待機児童の解消を目指し、施設整備により、その数は平成 31 年度の
13 箇所から令和５年度は 18 箇所に増加している。また、定員の弾力化により、受入
れ人数の拡大にも努めている点も評価できる。

児童数及び想定を上回る申請児童数の増加により、待機児童数は平成31年の76
人から令和５年度は 124 人に増加している。待機児童数は増加傾向にあり、特に低
学年の学童クラブ需要への対応が課題と考える。

引き続き、待機児童の解消を目指し、学童クラブの施設整備、定員増加について、
取り組んでいただきたい。将来の少子化・人口減少を踏まえ、今後は計画的な施設整
備とともに定員の弾力化等の運用面から待機児童の解消に努めながら、事業の安定
的・継続的な運営体制を整えていただきたい。

また、学童クラブの一つである放課後クラブの民営化によりサービス水準の向上を図ると
の方針であるが、学童クラブには、利用時間や受入れ人数の拡大のほか、遊びや行事等
の充実が求められている。安定的な人材の確保や保育の質をより向上させ、児童や保
護者が安心して利用できる学童クラブ運営に努めていただきたい。

提言に対する取組・検討結果等
Ø 令和７年度に向けて猪方学童保育所の増築による定員 30 人増（50 人→80

人）、和泉小学校放課後クラブを閉所して、新たに和泉小学校小学生クラブを建
設し、定員 50 人増（70 人→120 人）を図る工事を行いました。また、かねてより
保護者から要望があがっていた長期休業期間中の昼食配達サービスを試行的に実
施し、保育サービスの向上に努めました。

Ø 安定的な人材の確保や保育サービスの向上等を図ることを目的として、放課後クラ
ブの民営化を順次進めていくために、プロポーザルにより第一小学校放課後クラブ及
び寺前小学生クラブの運営委託事業者を選定しました。

Ø 次年度以降においても、保護者や児童が安心して学童クラブを利用できるよう、学
童クラブの民営化への移行や昼食配送サービスの本格実施等進めます。



- 3 -

評価対象施策Ｂ 治水対策の推進

担当課：施設課、下水道課、整備課

提言 治水対策の推進について

令和元年東日本台風では、狛江市でも被害が出ており、その対応として、令和４年
度に逆流防止ゲートの設置、樋管の遠隔化等に取り組むとともに、令和元年東日本台
風と同規模の外力（降雨・外水位）に対して、浸水被害軽減を図ることを目的に策定
した狛江市下水道浸水被害軽減総合計画においては、ポンプ場の設置等を掲げ、計
画どおり浸水被害軽減対策に取り組んでいる点は評価できる。

今後も引き続き、浸水対策については、ポンプ場の設置に向け狛江市下水道浸水被
害軽減総合計画の取組を着実に進め、更に、環境や現況の変化によっては計画の前
倒実施や計画内容の見直しなどの柔軟な浸水被害の防止に努めていただきたい。

市内の治水安全度を高めるために雨水浸透ますを設置した個人に助成金を交付し、
雨水流出抑制施設の設置を推進しているが、制度の認知度が高いとはいえず、申請件
数が少ないことは課題である。雨水浸透ます設置の効果を市民に分かりやすく周知し、
申請件数の増加に努め、より治水安全度を高めていただきたい。

提言に対する取組・検討結果等
Ø 狛江市下水道浸水被害軽減総合計画に基づくポンプ施設の設置に向けて、南部

第２排水区（猪方排水樋管流域）においてポンプ施設設置に有効な土地の所
有者と交渉を行い、土地を取得すると共に基本設計に着手しました。

Ø 根川排水区（六郷排水樋管流域）については、施設の基本設計を行いました。
令和７年度は南部第２排水区（猪方排水樋管流域）の基本設計を引続き進
め、根川排水区（六郷排水樋管流域）の都市計画変更手続き及び詳細設計を
行います。

Ø 雨水浸透ます設置に関しては、こまエコまつりやこま eco 通信、市ホームページ等で
市民や工事施工者への周知を行っているところですが、雨水浸透ますは住宅建築に
合わせて設置することが多く、建築計画を立てる際に設置を織り込んでいくことが効
果的です。そのため、建築計画を立てる際の最初の作業である下水道調査で来庁
される不動産業者等に、直接、雨水浸透ます設置のお願いのパンフレットを渡して
PR を始めました。パンフレットについては、制度がより分かりやすく伝わるようデザインの
見直しを検討します。
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SDGs に対する評価

提言 ＳＤＧｓの理念を踏まえた事業成果について

ＳＤＧｓの理念を踏まえ市民参加・市民協働により地域課題の解決を一層推進して
いただくとともに、気候変動による激甚化・頻発化した豪雨に対する浸水対策に取り組み、
引き続き市民の安全の確保に努めていただきたい。

提言に対する取組・検討結果等
Ø 狛江市下水道浸水被害軽減総合計画に基づくポンプ施設の設置、雨水浸透ます設

置等の浸水対策の取組を市民の安全の確保に向け、着実に進めます。
Ø 下水道施設の老朽化の度合いと能登半島地震における下水道施設の損傷や復旧

の長期化等も踏まえた耐震化の優先度を考慮し、予算の平準化を図りながら、修繕・
改築を進め、将来にわたって安全・快適に住み続けられるまちづくりを進めます。



- 5 -

対象施策
提言

地域活性課 →

　子育てをしながら働いている世代をターゲットとして「緊急時に頼
りになる町会・自治会」というコンセプトで新たにチラシを作成し、
市民課窓口や市内不動産会社等で配布しています。また、町
会・自治会運営のサポートの一環として町会・自治会の活動の
活性化やデジタル活用の推進をテーマとした講演会を継続的に
実施しました。

→

　働き世代や未加入者が町会・自治会活動に参加しやすくなる
よう、各町会・自治会等の活動状況を調査し、その結果をホーム
ページに掲載するとともに、東京都及び東京都つながり創生財
団と連携した「町会・自治会応援キャラバン」を通して、２町会に
おいてLINE活用や会員向けスマホ教室といったICT の活用によ
る情報発信など、時代に合わせた町会・自治会の運営方法をと
もに考える取組を支援しました。
　また、令和７年度予算では、コミュニティ活動活性化助成金の
メニューを一部拡大し、町会・自治会に共通する課題の解決に
共に取り組みます。

高齢障がい課 →

　狛江市医師会・狛江市歯科医師会・狛江市薬剤師会、東
京慈恵会医科大学附属第三病院、介護関係者、障がい関係
者等が集い、医療・介護・障がい分野の連携について多職種連
携研修会を１回開催（参加者：49人）、基調講演及びグ
ループワークの事例検討を行ったことにより、多職種間の連携を
深めるとともに課題共有を図ることができました。

→

　医療・介護関係機関及び障がい関係者向けの基調講演会を
開催するとともに、グループワークによる事例検討研修会を実施し
たことで、医療・介護関係機関及び障がい関係者等における多
職種の連携強化と課題共有を図ることができました。

SDGs に対する評価
提言１ ＳＤＧｓの目標達成からの視点※
提言２ ＳＤＧｓの 17 ゴールと狛江市のＳＤＧｓへの取組からの
視点※

地域コミュニティ活動の活性化（まちの姿３施策３-②方向性１）
町会・自治会への加入及び活動について

　働き世代や未加入者が町会・自治会活動に参加しや
すくなるよう、ICT の活用による情報発信など、時代に合
わせた町会・自治会の運営方法をともに考え、その支援
方法について検討します。

地域で暮らすための生活支援（まちの姿５施策５-③方向性２）
多職種連携について

　医療・介護関係機関向けの講演会、研修会等につい
て、基調講演及びグループワークの事例を検討するととも
に、関係機関における各専門職間の連携強化を図りま
す。

評価対象施策Ａ 地域コミュニティ活動の活性化
提言１ 町会・自治会への加入及び活動について
提言２ 市民活動支援センターの取組について※

評価対象施策Ｂ 地域の防犯体制の充実

評価対象施策Ｃ 地域で暮らすための生活支援

令和５年度　評価対象施策

提言に対する回答（検討事項のみ） 担当課 進捗状況
（令和６年６月30日現在） 取組結果

提言１ 体感治安の向上について※
提言２ 特殊詐欺対策・防犯カメラについて※
提言３ 公園・道路の防犯施策について※

※「令和５年度狛江市基本計画推進委員会からの提言に対する
取組・検討結果報告書」に取組内容を記載済の項目

提言１ 地域と連携した支援体制について※
提言２ 多職種連携について
提言３ 高齢者の見守り体制について※
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